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を
み
て
お
こ
う
。
「
入
所
者
」
と
い
う
と
、
「
入
所
し
て
い
る
人
」
と

「
入
所
し
た
人
」
と
の
両
方
の
意
味
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
あ
る
時
点
で

入
所
し
て
い
る
人
は
「
在
所
者
」
と
、
あ
る
期
間
に
入
所
し
た
人
は

「
入
所
者
」
と
わ
け
る
と
、
あ
る
期
間
の
在
籍
者
数
は
期
間
当
初
（
あ

る
い
は
前
期
間
末
）
在
所
者
数
に
期
間
内
入
所
者
数
を
く
わ
え
た
も

の
で
あ
る
。
死
亡
者
数
は
退
所
者
数
に
く
わ
え
て
、
再
掲
と
す
る
。

こ
の
よ
う
に
き
っ
ち
り
わ
け
な
い
と
、
死
亡
率
に
は
た
い
へ
ん
な
違

い
が
で
て
く
る
。
一
五
五
名
中
の
三
九
名
な
ら
死
亡
率
二
五
・
二
％

だ
が
、
四
六
九
名
の
三
九
名
は
八
・
三
％
で
あ
る
。
な
お
、
武
蔵
療

養
所
に
つ
い
て
は
、
表
の
五
○
と
五
三
と
で
在
所
者
数
が
く
い
ち

が
っ
て
い
る
。

も
う
一
つ
気
に
な
る
の
は
、
事
例
の
記
述
し
方
で
あ
る
。
た
と
え

ば
、
埼
玉
県
出
身
、
父
も
本
人
も
僧
侶
、
東
京
□
口
学
院
仮
卒
業
、

野
戦
重
砲
兵
第
一
八
連
隊
補
充
隊
所
属
二
等
兵
と
い
う
症
例
が
で
て

く
る
。
職
業
が
農
業
な
ら
よ
か
ろ
う
が
、
僧
侶
と
な
る
と
、
こ
の
人

が
特
定
さ
れ
る
可
能
性
を
否
定
し
き
れ
な
い
。
個
人
情
報
保
護
と
い

う
面
か
ら
は
、
事
例
の
記
述
に
は
も
う
す
こ
し
慎
重
さ
が
必
要
で
あ

ブ
つ
》
ハ
ノ
Ｏ

さ
て
、
い
く
つ
か
気
に
な
る
点
は
指
摘
し
た
も
の
の
、
戦
争
か
平

和
か
の
岐
路
に
た
っ
て
い
る
今
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
に
よ
ん
で

い
た
だ
き
た
い
本
で
あ
る
。
平
和
を
ま
も
る
た
め
に
、
そ
し
て
、
障

害
者
が
さ
ら
に
傷
つ
く
の
を
防
止
す
る
た
め
に
。

な
お
、
清
水
さ
ん
の
編
集
に
よ
る
「
資
料
集
成
戦
争
と
障
害
者
』

（
第
１
期
全
七
冊
）
の
刊
行
も
お
な
じ
不
二
出
版
か
ら
は
じ
ま
っ
て
お

ま
ず
著
者
の
紹
介
か
ら
書
く
。

京
都
大
学
工
学
部
卒
、
東
京
都
衛
生
局
、
労
働
経
済
局
、
千
代
田

区
、
文
京
区
を
経
て
、
東
京
都
環
境
科
学
研
究
所
に
勤
務
し
、
こ
の

間
、
「
明
治
前
期
の
廃
棄
物
規
制
と
汚
物
掃
除
法
の
成
立
」
を
ま
と
め
、

早
稲
田
大
学
で
政
治
学
博
士
と
な
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
言
み
の
百
年

史
』
学
芸
書
林
・
昭
和
六
二
年
刊
、
「
近
代
ご
み
処
理
の
風
景
』
日
本

環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
・
平
成
六
年
刊
、
「
生
活
の
ご
み
」
「
日
本
人
の

暮
し
」
収
載
・
講
談
社
・
二
○
○
○
年
刊
等
の
著
作
を
書
き
上
げ
ら

れ
た
。
前
二
著
に
対
し
一
九
九
五
年
に
は
廃
棄
物
学
会
著
作
賞
を
受

け
て
お
ら
れ
る
。

今
回
の
「
明
治
日
本
の
ご
み
対
策
ｌ
汚
物
掃
除
法
は
ど
の
よ
う

り
、
本
書
の
資
料
と
な
っ
た
も
の
は
全
部
は
い
っ
て
い
る
。
一
冊
二

○
、
○
○
○
円
と
高
価
な
も
の
だ
が
、
身
近
な
図
書
室
に
購
入
す
る

こ
と
を
、
あ
わ
せ
て
お
す
す
め
し
た
い
。

（
岡
田
靖
雄
）

〔
不
二
出
版
、
〒
二
三
’
○
○
二
三
東
京
都
文
京
区
向
丘
一
’
二
’

一
二
、
電
話
○
三
’
三
八
一
二
’
四
四
三
三
、
二
○
○
六
年
一
二
月

二
五
日
、
Ａ
五
判
、
三
八
二
頁
、
本
体
定
価
五
八
○
○
円
〕

溝
入
茂
著

『
明
治
日
本
の
ご
み
対
策
１
１
汚
物
掃
除
法
は
ど
の
よ
う
に
し
て
成

立
し
た
か
ｌ
」
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に
し
て
成
立
し
た
か
ｌ
」
は
、
前
出
の
博
士
論
文
に
新
し
い
資
料

や
図
版
等
を
加
え
て
、
近
代
日
本
が
そ
の
形
を
創
っ
た
時
代
を
、
「
ご

み
」
と
い
う
視
点
か
ら
活
写
し
た
と
著
者
は
序
文
で
語
っ
て
い
る
。

筆
者
中
西
が
案
ず
る
に
、
著
者
は
大
学
で
衛
生
工
学
を
専
攻
し
行
政

畑
を
永
年
歩
ん
で
来
ら
れ
た
方
で
あ
ろ
う
。
筆
者
は
臨
床
家
で
あ
る

の
で
、
行
政
に
携
つ
た
方
が
こ
の
様
な
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
を
持
っ
て
居

ら
れ
た
こ
と
に
、
少
々
驚
く
と
同
様
に
学
会
も
種
々
あ
る
の
だ
な
あ

と
感
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
著
作
の
内
容
を
み
て
み
よ
う
。
サ
ブ
タ
イ
ト
ル

に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
汚
物
掃
除
法
と
は
ど
う
い
う
法
律
か
を
述
べ
る

前
に
、
明
治
期
以
降
の
日
本
の
清
掃
行
政
の
推
移
を
述
べ
な
が
ら
、

日
本
人
の
感
染
症
に
対
す
る
恐
怖
心
の
変
化
（
コ
レ
ラ
か
ら
ペ
ス
ト

へ
）
に
対
応
し
た
こ
と
や
、
衛
生
関
係
法
令
の
中
央
衛
生
会
へ
の
諮

訶
（
し
じ
ゅ
ん
）
か
ら
公
布
ま
で
の
行
程
が
概
説
さ
れ
て
い
る
。
あ

り
が
た
い
こ
と
に
、
そ
れ
ら
が
表
示
さ
れ
て
い
て
読
者
の
理
解
に
非

常
に
役
立
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
日
本
の
衛
生
関
係
法
令
の

公
布
は
、
水
道
条
令
、
伝
染
病
予
防
法
、
下
水
道
法
、
汚
物
掃
除
法
、

海
港
検
疫
法
の
順
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
従
っ
て
本
文
が
構
成
さ

れ
て
い
る
。
（
た
だ
し
海
港
検
疫
法
は
厚
労
省
直
轄
事
項
な
の
で
、
こ

れ
の
細
目
に
は
ふ
れ
て
い
な
い
。
）
い
ず
れ
も
百
年
以
上
経
過
し
て
い

う
Ｃ
Ｏ

頁
を
め
く
っ
て
い
く
と
、
図
の
多
い
こ
と
、
表
の
明
確
さ
と
に
注

目
し
た
。
例
え
ば
表
二
三
、
「
諸
官
庁
訳
書
目
録
」
中
、
衛
生
関
係
抜

粋
は
、
衛
生
関
係
図
書
類
、
そ
れ
の
訳
者
、
著
者
注
が
各
国
毎
に
表

示
さ
れ
、
二
四
表
に
は
関
係
翻
訳
文
献
が
年
代
順
に
表
示
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
作
業
は
、
今
後
の
研
究
者
に
大
い
に
役
立
つ
成
果
で
、

著
者
が
博
士
論
文
に
も
り
込
め
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
だ
け
に
、
多
く

の
方
々
の
今
後
の
利
用
に
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

筆
者
中
西
は
、
医
史
学
会
に
横
浜
医
史
学
細
見
、
Ｊ
・
Ｂ
・
シ
ッ

ド
ー
ル
の
衛
生
指
導
、
横
浜
軍
陣
病
院
の
再
検
討
等
、
横
浜
を
中
心

に
し
た
研
究
を
報
告
し
て
き
た
。
し
か
し
衛
生
史
関
係
に
つ
い
て
は

仲
々
進
ま
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
例
え
ば
、
横
浜
で
は
肢
切
断
術

を
し
て
い
る
が
切
断
さ
れ
た
肢
は
ど
う
し
た
の
か
。
ガ
ー
ゼ
包
帯
は

ど
う
し
た
の
か
。
大
阪
で
は
大
村
益
次
郎
の
切
断
肢
を
遺
言
に
よ
り

恩
師
緒
方
洪
庵
の
墓
地
脇
に
う
め
た
が
、
こ
れ
は
例
外
で
あ
ろ
う
。

東
京
大
病
院
で
は
ガ
ー
ゼ
包
帯
を
堀
端
に
積
上
げ
る
な
と
府
か
ら
命

じ
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
っ
そ
り
海
へ
捨
て
た
の
で
は
な
い
か
ｃ
ガ

ー
ゼ
包
帯
も
塵
芥
類
に
入
れ
た
と
す
る
と
、
一
緒
く
た
に
車
屋
權
左

衛
門
に
船
で
沖
に
捨
て
さ
せ
た
と
な
る
。
横
浜
軍
陣
病
院
で
は
入
院

患
者
数
の
最
高
が
二
○
七
名
で
あ
る
。
こ
れ
に
医
務
方
、
介
護
方
、

事
務
方
、
賄
方
を
入
れ
る
と
四
百
名
近
く
の
人
員
と
な
る
。
彼
等
の

し
尿
は
ど
う
な
っ
た
か
は
病
院
日
記
に
は
は
っ
き
り
し
た
記
載
は
な

い
。

下
水
並
に
塵
芥
は
下
掃
除
之
者
に
や
ら
せ
て
い
た
が
、
悪
水
を
堀

へ
引
落
す
た
め
の
溝
を
新
設
さ
せ
た
と
記
し
て
あ
る
。
下
掃
除
と
は

便
所
掃
除
の
こ
と
な
の
か
。
悪
水
と
は
賄
方
の
出
す
腐
っ
た
汚
水
を

さ
す
の
か
。
こ
う
い
う
用
語
に
手
こ
ず
る
の
で
あ
る
。
こ
の
溝
入
氏

の
著
作
に
は
、
塵
芥
と
し
尿
か
ら
た
い
肥
を
作
る
図
（
第
三
図
・
明
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何
を
云
い
た
い
の
か
と
い
う
と
、
維
新
か
ら
明
治
へ
の
移
行
時
期

の
記
録
文
書
が
仲
々
に
集
ま
ら
な
い
の
で
あ
る
。
希
望
で
あ
る
が
、

本
書
の
著
者
に
ぜ
ひ
天
保
時
代
以
降
で
よ
い
か
ら
、
神
戸
、
大
阪
、

横
浜
等
の
衛
生
史
を
比
較
し
て
書
き
下
し
し
て
ほ
し
い
。
著
者
は
衛

生
事
業
に
た
ず
さ
わ
っ
た
長
与
專
斎
、
後
藤
新
平
、
長
谷
川
泰
ら
の

行
動
に
言
及
し
て
ほ
し
か
っ
た
ら
し
い
が
、
紙
数
も
つ
き
た
の
で
別

ご
み
対
策
で
は
慶
応
二
’
四
年
に
か
け
て
対
策
通
告
、
同
時
に
屋

外
排
泄
対
策
、
裸
体
並
び
に
揮
姿
対
策
を
出
し
て
い
る
。
た
だ
し
罰

則
だ
け
だ
か
ら
庶
民
は
ど
う
し
て
良
い
か
わ
か
ら
な
い
。
幕
末
の
太

田
町
近
く
の
民
家
軒
下
に
、
大
桶
が
置
い
て
あ
る
写
真
が
残
っ
て
い

る
が
、
こ
れ
は
防
火
用
天
水
桶
か
、
塵
芥
用
の
木
桶
か
わ
か
ら
な
い

治
二
一
年
）
が
示
さ
れ
て
い
る
。
や
は
り
同
類
あ
つ
か
い
で
あ
ろ
う
。

表
紙
カ
バ
ー
に
は
、
堀
・
下
水
へ
塵
芥
を
捨
て
る
男
の
図
が
利
用
さ

れ
て
い
る
。
水
に
流
す
と
い
っ
て
も
瓦
の
カ
ヶ
ラ
ま
で
捨
て
る
か
ら

詰
ま
る
。
維
新
前
後
の
横
浜
で
も
詰
ま
る
か
ら
捨
て
る
な
と
云
っ
て

い
る
。
ロ
ー
マ
の
大
下
水
は
千
二
百
年
間
詰
ま
っ
て
い
な
い
そ
う
で

あ
る
。
日
本
の
鉄
道
ト
ン
ネ
ル
よ
り
高
さ
が
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
が
、

水
以
外
は
捨
て
な
い
よ
う
で
、
臭
い
は
感
じ
な
い
。

横
浜
の
上
水
道
は
、
明
治
四
年
に
火
災
、
消
火
の
た
め
に
木
樋
で

作
ら
れ
た
が
、
水
圧
の
こ
と
を
考
え
て
居
ら
ず
消
火
に
役
立
た
ず
。

衛
生
も
考
え
て
飲
め
る
水
道
へ
の
変
更
案
を
十
二
年
に
採
用
し
た
。

前
後
し
て
下
水
道
も
作
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
外
国
人
居
留
民
を
中

る
が
、
こ
ゞ

の
で
あ
る
。

心
に
考
え
て
い
る
。

〔
発
行
所
リ
サ
イ
ク
ル
文
化
社
、
〒
一
○
一
’
○
○
六
二
都
内
千
代

田
区
神
田
駿
河
台
三
’
七
百
瀬
ビ
ル
旧
館
、
電
話
○
三
’
五
二
八

○
’
○
五
一
六
、
定
価
二
六
○
○
円
・
税
別
〕

の
機
会
に
し
た
い
。

今
回
の
「
明
治
日
本
の
ご
み
対
策
」
は
、
衛
生
行
政
担
当
者
だ
け

で
な
く
、
公
衆
衛
生
史
、
衛
生
工
学
史
、
伝
染
病
史
等
を
学
ぶ
方
々

に
必
須
の
文
献
と
し
て
推
せ
ん
し
た
い
。
ぜ
ひ
ご
一
読
下
さ
い
。

（
中
西
淳
朗
）


